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■ アルテラのFLEX® およびMAX®デバイス・アーキテクチャに最適化
■ MAX+PLUS® IIを使用したOpenCoreTM機能によるリスク・フリーの評価が可能
■ インテル社の8259 をベースにした機能を実現

概要

アルテラのa8259 MegaCoreTMファンクションはプログラマブル・インタラプト・コ
ントローラの機能を実現したものです。この a8259は８本のデータ・バス・ライン
（din[7..0]、dout[7..0]、およびncs、nrd、nwr、int、nintaの各コントロール信号）を介
してマイクロプロセッサによるイニシャライズが可能になっています。図１はa8259を
シンボルで示したものです。

図１　a8259 のシンボル
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機能の説明

図２は a8259のブロック・ダイヤグラムです。

図２　a8259のブロック・ダイヤグラム
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intと nintaの信号は a8259とマイクロプロセッサ間のハンドシェイク機能を提供しま
す。a8259は int信号を介してサービスを要求し、ninta信号を介してマイクロプロセッ
サからの受け入れのアクノレッジを受信します。 int信号はマイクロプロセッサのインタ
ラプト・ピンにダイレクトに与えられます。a8259が ir[7..0]ピンで有効なインタラプ
ト・リクエストを受け取ると、int信号はHighに変化します。

ninta入力はマイクロプロセッサのアクノレッジ信号とダイレクトに接続されます。マ
イクロプロセッサはインタラプト・アクノレッジ・サイクルにおいて ninta信号ライン
に２つパルスを送出し、インタラプト・リクエストが受信されたことをa8259に通知し
ます。a8259はdin[7..0]のバス上にマイクロプロセッサが認識するもっともプライオリ
ティの高いアクティブなインタラプト・タイプ・ナンバを送出します。

irの入力はサービスを要求する外部デバイスによって使用され、これらの入力はレベル・
センシティブまたはエッジ・センシティブな動作を行うように構成することができます。

casin[2..0]および casout[2..0]のバス、および nsp、cas_enの各ピンは、カスケード・
インタフェースの実現に使用されます。これらのピンを使用して２個以上のa8259をマ
スタ／スレーブ構成で接続することによって、インタラプト・ラインを８本から64本
まで拡張することができます。

a8259はプライオリティのローテイション、インタラプトの終了（EOI）、スペシャル・
マスク・モード（SMM）、トリガ・モード、ポーリング・コマンドなどの動作コマンド
をサポートしています。a8259は、full nasted、cascade、special fully nested、お
よびbufferedの４種類のモードで動作します。

詳細については、Microperipheral MegaCore Function Data Book、version2に収録され
ているa8259 Programmable Interrupt Controllerのデータシートを参照して下さい。

デバイス使用効率

表１は、a8259をMAXおよびFLEXのアーキテクチャに実現するときに必要なロジッ
ク・セルの数を示したものです。

インテルの8259 との違い

アルテラの a8259はインテルの8259Aとは下記のような違いがあります。

■ a8259にはマスタ・クリア信号が提供されています。
■ クロック信号が１本追加されており、同期式のデザインによって動作と信頼性の改
善がサポートされています。nmrstと ir[7..0]を除くすべての入力信号はクロック信
号に同期している必要があります。信頼性の高い動作を確保するためには、すべて
の入力が１クロック・サイクルの期間にアサートされる必要があります。

■ 双方向のI/Oピンはそれぞれ別個の入力と出力、および対応するトライ・ステート・
コントロール・ラインに分割される必要があります。これによって、a8259はデザイ
ン内で使用されているバスまたはマルチプレクサと互換性を持つようになります。

■ dout[7..0]、casout[2..0]、int、cas_en、nenの各出力は複雑なロジック構造によっ
てドライブされるため、グリッチを起こす可能性があります。これらの信号は、ほ
とんどのアプリケーションでレジスタを通すようにする必要があります。

■ スレーブ・モードにおける自動EOI機能が a8259の内部で実現されています。

ファンクション MAX FLEX

 　a8259プログラマブル・インタラプト・コントローラ 335 399

表１　a8259の構成に必要なロジック・セルの数
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